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6月
定例会

　
６
月
定
例
会
が
６
月
１０
日
か
ら
１２
日
ま
で
の
３
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
に
、一
般
質
問
を
行
い
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

不
法
投
棄
防
止
対
策
、未
利
用
公
共
施
設
の
利
活
用
や
義
務

教
育
学
校
建
設
な
ど
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
、村
政
を
質

し
ま
し
た
。

　
次
に
、報
告
２
件
の
内
容
の
説
明
が
あ
り
、そ
の
後
専
決
処

分
１
件
の
内
容
説
明
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、条
例
の
一
部
改
正
２
件
、令
和
８
年
度
補
正
予
算

５
件
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
日
目
に
、総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
産
業
厚
生
常
任

委
員
会
を
開
き
、議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
、審
議
し
た
条
例
、補
正
予
算
等
を
含
む
７
件
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、請
願
１
件
を
採
択
し
、議
員
発
議
に
よ
り
意
見
書
の

提
出
１
件
を
追
加
提
出
し
、原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、鮫
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
８
件
、

鮫
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

１
件
が
、村
長
よ
り
追
加
提
出
さ
れ
、原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

6月定例会の
あらまし

飲料水確保対策事業に 650万円増額

社会保障・税番号制度システム整備事業
老人福祉計画策定事業
農業用水路修復事業
広葉樹林再生事業
地域げんき商品券発行事業
道路舗装補修事業
橋梁維持補修事業
公立学校等複合施設建築実施設計事業
公立学校等複合施設地形測量事業
公立学校等複合施設地質調査事業
公立学校等複合施設用地造成基本設計応用測量事業

事 業 名

合　　　計

翌年度繰越額
4,642,000円
4,620,000円
17,414,000円
56,199,000円
46,847,000円
15,578,000円
3,000,000円

100,020,000円
10,000,000円
45,000,000円
22,000,000円
325,320,000円

令和7年度 繰越明許費繰越計算書報告

暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水

人
　
事

鮫
川
村
農
業
委
員
会
委
員

令
和
８
年
７
月
２０
日

 

〜
令
和
１１
年
７
月
１９
日

任
期

鮫
川
村
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

令
和
８
年
７
月
２０
日

 

〜
令
和
１１
年
７
月
１９
日

任
期

は　

  

が　

      

よ
し　

 

み

芳
賀 

義
美

（
赤
坂
東
野・大
石
草
）
【
新
任
】

全
員
賛
成

ひ
る 　

た　
　
　

        

し
げ
る

蛭
田
　 

茂

（
渡
瀬・田
野
上
）
【
新
任
】

全
員
賛
成

せ
き　

 

ね　

      

ま
さ　

い
ち

関
根 

政
一

（
西
山・西
野
内
）
【
新
任
】

全
員
賛
成

あ　

 

く　

  

つ　

  

し
ゅ
う 

じ

阿
久
津 

修
司

（
赤
坂
西
野・滑
石
）
【
新
任
】

全
員
賛
成

く
に　

し
ま　

    

あ
つ　

  

し

國
島 

敦
志

（
富
田・鍬
木
田
）
【
新
任
】

全
員
賛
成

お
か　

  

べ　
　
　
　

     

あ
き
ら

岡
部
　 

明

（
青
生
野・赤
小
名
）
【
再
任
】

全
員
賛
成

こ　

  

た
き　

     

し
ん   

い
ち

小
瀧 

慎
一

（
赤
坂
中
野・新
宿
）
【
新
任
】

全
員
賛
成

す
ず　
き　

   

ま　

  

り　

 

こ

鈴
木 

眞
理
子

（
赤
坂
西
野・大
塩
）
【
新
任
】

全
員
賛
成

す
ず　

 

き　
　

   

み
き　

  

お

鈴
木 

幹
男

（
赤
坂
東
野・蕨
ノ
草
）
【
新
任
】

全
員
賛
成



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
調
査
・
視
察
研
修
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補正
予算
一般会計

飲料水確保対策事業に

一般会計

会　　計 補正前の予算額

３６億４０５５万円

補正額

３４０万円

補正後の予算額

３６億４３９９万円

事業勘定特
別
会
計

一 般 会 計
会　計　別

36億4055万円
4億9730万円
５億5633万円

補正額 補正後の予算額 議決状況
全員賛成
全員賛成
全員賛成

合　　　計 1241万円 46億9418万円

国  保
155万円
1042万円
44万円介 護 保 険

簡易水道
事業

公営企業会計
8353万円
4520万円
1791万円

補正額 補正後の予算額 議決状況

全員賛成

全員賛成

△５６３万円
563万円
１６３万円

収益的支出
資本的支出
資本的支出 集落排水事業

補正予算の状況

一般会計補正予算の主な事業
福島再生加速化交付金事業費（自家消費野菜等放射性物質検査事業補助金） 489万円
農政推進事業費（地域計画担い手確保支援事業補助金） 81万円

歳 

入

保健センター空調設備改修設計監理業務 ３６０万円
飲料水確保対策事業補助金（ボーリング工事費用等の2分の1補助、上限100万円） 650万円

歳
　
出

第3回 臨時会 　６月２２日召集、一般会計補正予算及び工事請負契約の
締結の２議案が提出され、原案どおり可決されました。

令和８年度
村道姿平鹿角平線改良工事
８３,６００,０００円
（うち消費税額 ７,６００,０００円）
小松重機土木有限会社
取締役 小松 次男

◆

◆

◆

契 約 目 的

契 約 金 額

相 手 方物価高騰に伴う子育て世帯に対する支援事業
【補正内容】

（児童手当受給者に対し、こども一人あたり12,000円を支給）
全員賛成 全員賛成

村営住宅として終わりを迎える前田団地

アスベスト事前調査業務
（村営住宅前田団地の解体工事を実施するにあたり、アスベスト含有調査費用） １９万円
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議 案
調 査

事業内容の説明を受けた合同議案調査

提出議案を徹底調査
　
令
和
８
年
度
一
般
会
計・特
別
会
計・公
営
企
業

会
計
補
正
予
算
を
総
務
文
教・産
業
厚
生
両
常
任

委
員
会
で
調
査
し
ま
し
た
。

飲
料
水
確
保
対
策
事
業
に

６
５
０
万
円

答
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
業
務

職
員
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

ク
代
行
シ
ス
テ
ム
費
用

問
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
代
行
業
務 

４１
万
円

総務文教
常任委員会

英
語
宿
泊
研
修
追
加
負
担
金 

３
万
円

問
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
英
語
宿
泊
研
修
に

要
す
る
宿
泊
費
等
の
追
加
費
用

答
ア
ス
ベ
ス
ト
事
前
調
査
業
務 

１9
万
円

問
令
和
９
年
度
解
体
予
定
の
前
田
団
地
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
費
用

答
保
健
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修
設
計

３
６
０
万
円

問
ガ
ス
空
調
シ
ス
テ
ム
改
修
工
事
の
施
工
に
要
す

る
設
計
及
び
監
理
業
務
費
用

答

遠藤  貴人 議員 北條  利雄 議員

　
議
会
議
員
と
し
て
11
年
以
上
在
職
し
、

議
会
の
運
営
、地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
者

表 

彰

答
ボ
ー
リ
ン
グ
等
工
事
費
用

の
総
額
の
二
分
の
一
、上
限

１
０
０
万
円
を
補
助
す
る

費
用

産業厚生
常任委員会

問
飲
料
水
確
保
対
策
事
業

６
５
０
万
円



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ズ
バ
リ
!!
村
政
を
問
う
！
一
般
質
問
・
緑
川
　
茂
議
員

5 さめがわ議会だより第185号

　６月１８日～１９日 群馬県川場村へ義務教育学校の視
察研修に行ってきました。道の駅「川場田園プラザ」が
全国モデル道の駅に選ばれるなど素晴らしい道の駅が
ある、人口２，８９９人（２０２６年５月末現在）の自然豊かな
村です。
 令和７年開校した川場学園。川場村の教育長は、義務
教育学校設立に関して村民の反対意見は意外と少な
かったと話す。村長が代わっても教育に関するブレない
考え方が受け継がれていて方針が変わらなかったのが
よかったと話していました。また、小中学校を一貫校に
することによって、学校の子どもの数が県内でも７番目
となった。教職員の数も県内２番目の多さとなり、手厚
い教育ができメリットが大きかったと話していました。

　７月１５日 廃炉の進捗状況と処理水海洋放出等の
現状を視察してきました。

　７月１日 ビッグパレットふくしまにて参加しました。

視 察 研 修レポート
群馬県川場村へ
視察研修に行ってきました

町村議会
広報研修会に参加

福島第一原子力発電所へ
視察研修

！



登壇
5人が

リズバ

村政を問う！
議員
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　一般質問は、議員の日常生活を通じて、
住民の声や自身の考え方をもとに、村長、
教育長などの方針を問うものです。鮫川村
議会は、一人あたり９０分の制限時間内で
あれば、質問の回数に制限はありません。

本郷  弘義 議員
ほん ごう   ひろ  よし

▪

▪

中東情勢による財政
への影響と対策
文化芸術への理解と支援

窪木  浩一 議員
くぼ  き　   こう いち

▪義務教育学校

緑川　  茂 議員
みどりかわ　         しげる

▪
▪
農地の地域計画策定
不法投棄防止対策

前田  武久 議長
まえ  た　   たけ ひさ

議事の進行

北條  利雄 議員
ほうじょう   とし  お

▪
▪
未利用公共施設の利活用
義務教育学校建設費用
と建設時期

出席議員

遠藤  貴人 議員
えん どう    たか ひと

出席議員

森　  隆之 議員
もり　　　  たか ゆき

青戸  義之 議員
あお  と　   よし ゆき

▪農業の安定経営、
維持施策

P 7 P10

P 8 P11

P 9

出席議員

森田  重男 議員
もり  た　　しげ  お



質 

問

　

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
は
、農
業
従
事
者
の

高
齢
化
と
後
継
者
と
し
て

の
担
い
手
不
足
が
年
々
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。こ
の

担
い
手
不
足
に
よ
っ
て
将

来
耕
作
放
棄
地
が
拡
大

し
、有
害
鳥
獣
に
よ
る
被

害
影
響
や
自
然
豊
か
な
景

観
を
維
持
す
る
観
点
か
ら

も
、長
期
的
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
。こ
の
た
め
現
在

村
で
は
地
域
計
画
策
定
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、進
捗

状
況
と
進
め
て
い
く
う
え

で
の
課
題
と
対
策
は
。

 　

地
域
計
画
は
、お
よ
そ

１０
年
を
見
据
え
、誰
が
ど

の
農
地
を
ど
の
様
に
耕
作

す
る
か
を
具
体
的
に
地
図

に
落
と
し
、農
業
の
持
続
的

発
展
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。令
和
７
年
３
月
に
策
定

し
公
表
し
た
。毎
年
見
直

し
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、今
年
３
月
に
計
画
更
新

を
行
っ
た
。村
内
９
つ
の
区

域
に
分
け
、地
域
農
業
の
現

状
と
課
題
を
整
理
し
、将

来
の
あ
り
方
と
集
約
化
の

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。今
後

の
課
題
は
、担
い
手
確
保
で

あ
る
。新
規
就
農
者
と
農

業
後
継
者
の
育
成
、ま
た
、

就
農
者
が
地
域
に
定
着

し
、持
続
的
に
営
農
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

  　
村
で
は
、令
和
６
年
度
か

ら「
鮫
川
村
未
来
へ
つ
な
ぐ

多
様
な
農
業
担
い
手
応
援

事
業
」と
い
う
制
度
を
設
け

た
が
、６
年
度
と
７
年
度
の

２
年
間
で
の
活
用
実
績
は
。

 　　

４
つ
の
補
助
事
業
の
う

ち
、新
た
な
担
い
手
応
援

事
業
で
、新
規
就
農
者
に

対
し
年
間
６０
万
円
の
支
援

が
１
件
で
あ
る
。ま
た
、担

い
手
へ
の
機
械
導
入
等
の

経
費
の
一
部
支
援
事
業
で

は
、６
年
度
７
件
、７
年
度

６
件
で
あ
る
。

　
県
で
は
、６
月
と
１０
月
を

不
法
投
棄
防
止
強
調
月
間

と
定
め
て
い
る
。不
法
投
棄

は
、村
の
自
然
景
観
を
損

ね
る
と
共
に
、環
境
汚
染
に

つ
な
が
る
悪
質
な
犯
罪
行

為
で
あ
る
。近
年
は
不
法

投
棄
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、時
々
道
路
脇
の
空

き
地
へ
ゴ
ミ
が
捨
て
て
あ
っ

た
り
、林
道
等
の
人
目
に
つ

き
に
く
い
所
に
、廃
タ
イ
ヤ

な
ど
の
廃
棄
物
が
見
受
け

ら
れ
る
。村
で
は
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、回
収
を
し
て
い

る
が
、年
間
の
回
収
処
理

状
況
及
び
不
法
投
棄
防
止

へ
の
取
り
組
み
は
。

 　

平
成
１５
年
の
納
税
組
長

会
議
に
お
い
て
、不
法
投
棄

防
止
宣
言
が
決
議
さ
れ

た
。以
来
村
民
協
力
の
も

と
道
路
河
川
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
を
は
じ
め
、不

法
投
棄
監
視
員
や
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
、環

境
美
化
に
努
め
て
き
た
。昨

年
度
は
職
員
に
よ
り
、廃
タ

イ
ヤ
９４
本
、テ
レ
ビ
１０
台
、

冷
蔵
庫
３
台
な
ど
を
回
収
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
よ
り
、可
燃
物
３
４
５

㎏
、不
燃
物
３
３
５
㎏
を

回
収
処
理
し
た
。依
然
と

し
て
不
法
投
棄
は
な
く
な

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。今

後
も
、関
係
機
関
や
地
域

住
民
と
連
携
し
、未
然
防

止
と
早
期
発
見
に
努
め
て

い
く
。

 　

村
内
各
所
に
設
置
し
て

あ
る
不
法
投
棄
防
止
を
図

る
た
め
の
看
板
の
文
字
が
、

薄
く
な
っ
て
い
る
の
が
多
く

見
受
け
ら
れ
る
。点
検
し

取
替
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

  　
人
は
き
れ
い
な
所
に
物

を
捨
て
る
こ
と
に
抵
抗
感

が
あ
る
。巡
回
の
な
か
で

情
報
を
得
な
が
ら
対
処

す
る
。

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
北
條
利
雄
議
員
・
窪
木
浩
一
議
員

7 さめがわ議会だより第185号

持続的に営農できる環境を整える答

問 農地の地域計画策定の課題と対策は緑
川
　 

茂 

議
員

質 

問

地域の景観を守っている田植え後の農地

自然環境が損なわれる廃棄物

答
弁（
村
長
）

再
質
問

答
弁（
産
業
振
興
課
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

問
不
法
投
棄
防
止
対

策
へ
の
取
り
組
み
は

答
関
係
機
関
等
と
連

携
し
未
然
防
止
に

努
め
る



質 

問

さめがわ議会だより第185号　 8

北
條 

利
雄 
議
員

質 

問

検討手順の整理を進める答

問 未利用公共施設の利活用の
　　　　　　　考え方の整理は

　

未
利
用
の
公
共
施
設

は
、そ
の
存
在
が
村
の
魅
力

を
損
な
わ
せ
た
り
財
政
的

負
担
を
増
や
し
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、利
活
用

方
法
の
検
討
が
求
め
ら
れ

る
。公
共
施
設
等
管
理
計

画
や
個
別
施
設
計
画
の
基

本
方
針
に
基
づ
く
公
共
施

設
廃
止
後
の
施
設
利
活
用

の
考
え
方
が
不
安
定
で
あ

る
。村
有
財
産
の
無
償
貸

与
議
案
の
上
程
と
撤
回
の

混
乱
、有
償
無
償
の
在
り

方
、施
設
解
体
、売
却
な
ど

も
含
め
て
、利
活
用
に
係
る

基
本
方
針
や
、基
本
的
な

流
れ
を
基
に
、廃
止
後
の
利

活
用
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。村
事
業
等
へ
の
利
活

用
、地
域
団
体
等
に
よ
る

公
共
目
的
で
の
利
活
用
、民

間
事
業
者
等
に
よ
る
営
利

目
的
で
の
利
活
用
、施
設
の

利
活
用
が
見
込
め
な
い
場

合
に
分
け
、検
討
す
る
際
の

留
意
点
等
を
付
し
て
考
え

方
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
等
に
基
づ
き
、公
共

施
設
の
適
正
管
理
や
統
廃

合
等
を
進
め
て
い
る
。用
途

廃
止
後
の
具
体
的
な
利
活

用
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

整
理
す
べ
き
部
分
が
あ
る

と
認
識
。施
設
の
設
置
目

的
や
立
地
条
件
、地
域
の

実
情
な
ど
を
踏
ま
え
、公

共
性
の
高
い
活
用
を
優
先

し
、地
域
団
体
に
よ
る
活
用

や
民
間
活
力
の
導
入
も
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

継
続
的
な
利
活
用
を
見
込

め
な
い
場
合
に
は
、売
却
や

解
体
等
を
含
め
、施
設
ご

と
に
適
切
な
方
向
性
を
判

断
す
る
。施
設
の
老
朽
度
、

改
修
費
用
、維
持
管
理
費
、

地
域
へ
の
影
響
、広
域
性
、

公
平
性
、財
産
価
値
な
ど

を
踏
ま
え
、透
明
性
と
一
貫

性
の
あ
る
判
断
が
必
要
で

あ
る
。未
利
用
公
共
施
設

の
利
活
用
に
関
す
る
基
本

方
針
や
検
討
手
順
の
整
理

を
進
め
対
応
す
る
。

　
義
務
教
育
学
校
建
設
は

32
億
円
の
建
設
費
用
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。施
設
の
コ

ン
パ
ク
ト
化
な
ど
を
図
っ
て

も
経
費
の
上
昇
や
増
大
は

避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

国
庫
補
助
は
原
則
２
分
の

１（
本
村
の
予
測
で
は
55
％

17
億
6
千
万
円
）、地
方
債

や
一
般
財
源
等
の
組
み
合

わ
せ
と
な
る
。国（
文
部
科

学
省
）は
小
中
一
貫
教
育

を
推
進
し
て
い
る
が
、補
助

制
度
の
見
直
し
が
こ
れ
ら

に
対
応
し
た
も
の
に
な
い
。

建
設
資
材
不
足
は
、主
要

資
材
全
体
で
は「
需
給
均

衡
」と
さ
れ
る
一
方
、中
東

情
勢
な
ど
の
影
響
で
塗
料・

断
熱
材
な
ど
一
部
ナ
フ
サ

系
資
材
の
供
給
不
安
と
価

格
高
止
ま
り
が
続
い
て
い

る
状
況
が
あ
る
。建
設
事

業
費
の
増
大
や
建
設
時
期

の
遅
延
も
想
定
さ
れ
る
。こ

れ
ら
へ
の
対
応
と
考
え
は
。

　

整
備
財
源
は
、過
疎
債
、

国
庫
負
担
金
、各
種
補
助

金
及
び
村
の
自
主
財
源
を

計
画
的
に
充
当
。過
疎
債

は
、将
来
に
わ
た
る
財
政

健
全
化
の
維
持
の
た
め
、

必
要
最
小
限
に
抑
制
。主

要
な
財
源
と
な
る
国
庫
補

助
金
、公
立
学
校
施
設
整

備
費
負
担
金
等
を
補
充
。

実
勢
価
格
と
の
乖
離
を
埋

め
る
拡
充
を
国
へ
強
く
要

望
す
る
。県
の
補
助
金
も
、

既
存
メ
ニ
ュ
ー
を
最
大
限
に

活
用
し
、一
貫
校
の
整
備
に

適
し
た
新
た
な
支
援
制
度

の
構
築
を
働
き
か
け
る
。原

材
料
高
騰
や
、工
事
遅
延
へ

の
懸
念
は
事
実
。工
事
遅

延
の
リ
ス
ク
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
、高
い
施
工
管

理
能
力
と
確
実
な
資
材
調

整
力
を
有
す
る
事
業
者
と

業
務
締
結
。資
材
の
費
用

動
向
を
把
握
し
、現
場
の

進
捗
状
況
を
見
極
め
る
。

答
現
場
の
進
捗
状
況

を
見
極
め
る

問
義
務
教
育
学
校
建

設
費
と
建
設
時
期

の
対
応
は

未利用公共施設の１つ「ほっとはうすの本館と体験館」

答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）



再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

窪
木 

浩
一 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
青
戸
義
之
議
員
・
本
郷
弘
義
議
員

9 さめがわ議会だより第185号

子どもにとって
　何が一番大事かという点で判断答

問 こどもセンターの
　　段階整備はどのような判断か

質 

問

　
義
務
教
育
学
校
と
一
体

的
に
整
備
予
定
だ
っ
た
、こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
が
段
階
整

備
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
が
、ど
の
よ
う
な
判
断
で

の
決
定
か
。

　
意
見・要
望
を
総
合
的
に

検
討
し
、最
終
的
に
は
私

が
判
断
し
た
。現
時
点
で

義
務
教
育
学
校
の
整
備
を

優
先
し
、こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
段
階
整
備
と

し
た
。

　
生
活
環
境
や
安
全
な
動

線
、園
庭
な
ど
が
方
針
決

定
の
主
な
理
由
の
中
、現

場
を
良
く
知
る
職
員
や
保

護
者
の
多
く
が
同
時
整
備

を
望
ん
で
い
る
が
、こ
れ
ら

の
声
を
ど
う
反
映
さ
せ
た

の
か
。

　

計
画
が
進
む
上
で
様
々

な
意
見
が
あ
り
、子
ど
も

に
と
っ
て
何
が
一
番
大
事

か
と
い
う
点
で
判
断
し
た
。

現
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
の

様
々
な
問
題
点
は
今
後
改

修
に
よ
り
対
応
す
る
。

　

建
築
資
材
の
高
騰
や
物

価
上
昇
、金
利
上
昇
リ
ス
ク

な
ど
を
考
慮
す
る
と
将
来

建
設
す
る
方
が
事
業
費
が

増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
村
の
人
口
推
計
や

年
齢
構
成
か
ら
税
収・生
産

年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
、

財
政
規
模
が
現
在
よ
り
厳

し
く
な
る
可
能
性
も
予
想

さ
れ
る
が
、将
来
世
代
へ
の

負
担
軽
減
と
い
う
具
体
的

根
拠
は
何
か
。

　

義
務
教
育
学
校
と
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
整
備
が
同
時

期
に
集
中
す
る
こ
と
を
避

け
、財
政
負
担
の
平
準
化

が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

よ
り
厳
密
な
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て

初
め
て
具
体
的
根
拠
と
し

て
判
断
で
き
る
と
思
う
が
、

同
時
整
備・段
階
整
備
そ
れ

ぞ
れ
の
総
事
業
費
や
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
行
っ

て
い
る
か
。

　

詳
細
な
設
計
内
容
に
基

づ
く
総
事
業
費
や
長
期
的

な
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
比
較
は
行
っ
て
い
な
い

が
、近
い
う
ち
に
提
出
し

た
い
。

　
現
在
、実
施
設
計
段
階
に

入
っ
て
い
る
が
、こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
関
連
の
設
計
費
用

の
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
ま
た
将
来
建
設
す
る
場

合
は
改
め
て
設
計
費
用
等

が
必
要
か
。

　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
現

段
階
で
実
施
設
計
作
業
に

入
っ
て
い
な
い
の
で
、変
更

契
約
に
よ
り
削
減
し
実
施

設
計
費
用
に
は
含
ま
れ
な

い
が
将
来
的
に
建
設
す
る

場
合
に
は
改
め
て
費
用
が

必
要
と
な
る
。

　

段
階
整
備
と
は
将
来
的

な
整
備
を
確
約
す
る
も
の

か
、そ
れ
と
も
将
来
の
財
政

状
況
や
社
会
情
勢
を
見
な

が
ら
改
め
て
判
断
す
る
と

い
う
意
味
な
の
か
確
認
し

た
い
。

　
村
長
の
任
期
は
４
年
で
、

来
年
で
あ
り
、そ
の
中
で
何

年
後
に
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

を
建
設
す
る
と
い
う
確
約

は
で
き
な
い
。状
況
を
鑑
み

て
そ
の
時
の
村
長
が
判
断

す
る
。

　
村
長
は
現
在
の
鮫
中・鮫

小
を「
危
険
校
舎
」と
定
義

し
、発
言
し
て
い
る
が
、「
危

険
校
舎
」と
は
文
科
省
の
調

査
に
よ
り
構
造
上
危
険
で

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
校
舎

を
指
し
、認
定
を
受
け
て
な

い
の
で
あ
れ
ば
誤
解
が
生

じ
る
が
、文
科
省
の
認
定

を
受
け
て
い
る
の
か
。

　

認
定
を
受
け
て
い
る
訳

で
は
無
い
。独
自
に
調
べ
た

結
果
と
し
て
鮫
中・鮫
小
の

校
舎
は
危
険
と
私
が
判
断

し
た
。

継続利用されるこどもセンター

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
村
長
）



質 

問

青
戸 

義
之 
議
員

米価下落に対して支援策を講じる答

問 米の価格の変動対策は
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米
農
家
が
田
植
え
を
終

え
、今
年
の
米
の
価
格
が
ど

の
よ
う
に
変
動
し
て
い
く

の
か
が
懸
念
さ
れ
る
。極

端
な
価
格
の
低
下
が
あ
れ

ば
経
営
が
困
難
に
な
り
、

適
切
な
収
入
が
得
ら
れ
な

け
れ
ば
維
持
が
難
し
く
な

る
。ま
た
、肥
料
や
資
材
の

高
騰
、物
価
高
な
ど
、諸
課

題
が
多
々
あ
る
。

　

今
後
、国
の
施
策
の
動

向
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、村
と
し
て

も
、今
後
の
状
況
を
見
据

え
て
施
策
を
講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

対
策
は
。

　

米
価
の
先
行
き
の
不
透

明
感
、肥
料
や
資
材
、燃
料

の
高
騰
な
ど
、米
農
家
の

抱
え
る
不
安
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。本
村
に
と
っ

て
、農
業
の
稲
作
は
地
域
経

済
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、豊

か
な
自
然
と
景
観
を
維
持

す
る
上
で
、不
可
欠
な
存

在
で
あ
る
。米
価
に
対
す
る

国
の
施
策
の
動
向
に
つ
い

て
は
、最
も
注
視
す
べ
き
点

で
あ
り
、農
林
水
産
省
を
は

じ
め
関
係
省
庁
か
ら
の
情

報
収
集
に
努
め
、米
価
の
安

定
対
策
や
経
営
支
援
策
を

速
や
か
に
把
握
し
て
い
く
。

こ
れ
と
同
時
に
、村
と
し
て

も
、先
を
見
据
え
た
具
体

的
な
施
策
を
講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。米
価
下
落
に
対
し
て

は
、現
存
の
米
価
下
落
対

策
基
金
に
よ
る
支
援
を
検

討
し
、速
や
か
な
支
援
策

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
適
宜

対
応
し
て
い
く
。ま
た
、農

家
の
声
に
耳
を
傾
け
、国
や

関
係
機
関
と
密
接
に
連
携

し
な
が
ら
持
続
可
能
な
農

業
の
確
立
と
経
営
の
安
定

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

豊作が望まれる稲作

答
弁（
村
長
）

懸念される米価の変動価格が高騰する肥料



質 

問

本
郷 

弘
義 

議
員

11 さめがわ議会だより第185号

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い 

シ
リ
ー
ズ　

で
す

59

事業内容や実施時期の精査答

問 中東情勢悪化による
　　　　財政への影響と対策は

質 

問

　
３
月
議
会
に
お
い
て
、本

年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
、

計
画
に
沿
っ
て
行
政
運
営

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、最

近
の
中
東
情
勢
の
悪
化
に

よ
り
原
油
輸
入
が
滞
り
、

燃
料
油
や
石
油
製
品
の
み

な
ら
ず
、石
油
を
原
料
と

す
る
幅
広
い
製
品
に
ま
で

影
響
が
及
ん
で
い
る
。生
活

を
支
え
る
多
く
の
分
野
で
、

そ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て

き
て
い
る
。建
設
資
材
な
ど

は
、品
薄
や
価
格
上
昇
が

続
き
、予
定
数
量
が
確
保

で
き
ず
、施
工
業
者
が
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
。こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、本

年
度
の
予
算
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
生
じ
て
い
る
の

か
。ま
た
、必
要
な
対
策
や

リ
ス
ク
管
理
は
。

　

本
年
度
予
算
は
、建
設

資
材
費
な
ど
に
、既
に
一
定

の
影
響
が
生
じ
て
い
る
。一

部
事
業
で
は
、当
初
予
算

の
範
囲
内
で
の
執
行
が
難

し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
、当
初
予
算
の
範
囲

内
で
の
執
行
が
困
難
と
な

る
事
業
が
見
込
ま
れ
る
場

合
に
は
、精
査
を
行
い
、緊

急
性
や
必
要
性
、生
活
へ
の

影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、事

業
の
優
先
順
位
を
整
理
し

て
い
く
。一
方
で
、必
要
な

事
業
に
つ
い
て
物
価
上
昇

等
に
よ
り
事
業
費
の
増
額

が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、補
正
予
算
に
よ
る
適
切

な
対
応
を
し
て
い
く
。国
内

外
情
勢
の
動
向
を
注
視

し
、村
民
生
活
や
行
政
運

営
の
影
響
を
最
小
限
に
収

め
る
た
め
、引
き
続
き
、状

況
を
的
確
に
把
握
し
な
が

ら
、必
要
な
対
策
を
速
や

か
に
実
施
し
て
い
く
。

　

国
内
で
の「
大
ゴ
ッ
ホ

展
」は
３
会
場
で
開
催
さ
れ

た
。福
島
県
で
は
、第
１
期

の
展
覧
会
が
２
月
21
日
か

ら
５
月
17
日
ま
で
開
催
さ

れ
、福
島
県
政
1
5
0
周

年
を
記
念
す
る
大
規
模
な

文
化
事
業
と
し
て
、多
く
の

県
民
に
深
い
感
動
を
与
え

た
。第
２
期
は
、来
年
６
月

19
日
か
ら
９
月
26
日
に
開

催
予
定
と
さ
れ
て
お
り
、こ

の
よ
う
な
機
会
は
決
し
て

多
く
は
な
い
。村
民
が
芸

術
文
化
に
触
れ
る
文
化
支

援
策
が
あ
っ
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
。例
え
ば
、公
民
館

事
業
に
お
い
て
、中
学
生
以

上
を
対
象
に
、芸
術
に
関
す

る
講
座
や
鑑
賞
機
会
の
提

供
な
ど
、文
化・芸
術
に
親

し
む
取
組
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
「
大
ゴ
ッ
ホ
展
」で
、本
物

に
触
れ
た
経
験
は
、観
覧
者

に
と
っ
て
生
涯
に
わ
た
り
豊

か
な
感
性
の
土
壌
と
な
る
。

第
２
期
に
つ
い
て
は
、教
育

委
員
会
と
し
て
、住
民
の
方

や
多
感
な
時
期
に
あ
る
小・

中
学
生
が
、優
れ
た
芸
術

文
化
に
親
し
む
絶
好
の
機

会
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

来
年
の
第
２
期
開
催
に
併

せ
、公
民
館
事
業
の
一
環

と
し
て
、よ
り
多
く
の
方
が

参
加
で
き
る
よ
う
、一
定
の

費
用
の
ご
負
担
を
い
た
だ

き
な
が
ら
団
体
鑑
賞
ツ

ア
ー
を
企
画
し
、予
算
の
範

囲
内
で
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。豊
か
な
感
性
や
創

造
性
を
育
む
こ
と
は
、心
豊

か
な
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
生
涯
学
習
の
根
幹
だ
。

村
全
体
に
文
化
芸
術
を
愛

す
る
気
運
が
広
が
る
よ
う

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
事

業
展
開
に
努
め
て
い
く
。

影響が懸念される原油高騰

問
文
化
芸
術
へ
の
理

解
と
支
援

答
文
化
芸
術
を
愛
す
る

気
運
が
広
が
る
よ
う
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
す

答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）

絵画の撮影OK夜のカフェテラス
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小
川
が
さ
ら
さ
ら
と
流
れ

て
、紅
葉
が
鮮
や
か
な
山
間
の

青
生
野
地
区
で
生
ま
れ
そ
だ

ち
ま
し
た
。子
ど
も
の
頃
は
マ

ン
ガ
本
も
、テ
レ
ビ
も
自
由
に

見
る
こ
と
も
な
く
、山
野
を
駆

け
回
り
田
畑
と
虫
た
ち
が
遊

び
相
手
で
、家
の
外
で
過
ご
す

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

　
春
は
山
々
が
淡
い
若
葉
の

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
な
り
、ふ
き

の
と
う
・
ウ
ド
・
セ
リ
・
タ
ラ
の

芽
な
ど
の
山
菜
に
恵
ま
れ
て
、

そ
れ
ら
を
摘
み
取
る
の
も
食
べ

る
の
も
好
き
で
し
た
。赤
い
ヤ

マ
ツ
ツ
ジ
が
咲
く
初
夏
は
、山

際
の
ヤ
マ
ユ
リ
の
甘
い
香
り
に

誘
わ
れ
て
、蜜
を
吸
い
花
び
ら

を
散
ら
し
て
遊
ん
で
い
た
も
の

で
す
。

　
秋
は
登
校
前
に
母
に
連
れ

ら
れ
て
キ
ノ
コ
採
り
、シ
メ
ジ
・

チ
チ
タ
ケ
・
ナ
ラ
タ
ケ
・
ホ
ウ
キ

タ
ケ
な
ど
沢
山
取
っ
た
き
の
こ

の
味
噌
汁
や
お
か
ず
で
朝
ご
は

ん
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。動
き

回
っ
た
後
の
ご
飯
は
美
味
し

く
て
、つ
い
時
間
を
忘
れ
て
、し

ば
し
ば
遅
刻
し
て
登
校
し
て
い

ま
し
た
。そ
し
て
な
ん
と
言
っ

て
も
山
々
の
紅
葉
は
好
き
で

し
た
。澄
み
き
っ
た
朝
日
に
は

輝
き
夕
日
に
は
染
ま
る
紅
葉

は
ど
ん
ど
ん
色
が
変
わ
り
、

ボ
ー
っ
と
見
て
い
て
い
つ
ま
で

も
飽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
冬
は
囲
炉
裏
か
炭
火
の
こ

た
つ
が
暖
房
だ
っ
た
の
で
、手

足
の
し
も
や
け
が
痒
か
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。で
も
雪
が

降
り
だ
す
と
嬉
し
く
て
積
も

る
と
丸
め
て
転
が
し
て
雪
玉

を
あ
ち
こ
ち
に
作
っ
て
み
る
こ

と
も
。早
朝
は
雪
の
表
面
が
凍

り
つ
き
、窪
地
や
小
川
の
上
を

歩
く
雪
渡
り
は
面
白
く
て
ど

こ
ま
で
も
歩
い
て
行
き
た
く
な

り
ま
し
た
。

　
私
は
そ
の
後
実
家
か
ら
離

れ
て
、塙
の
叔
母
の
家
に
お
世

話
に
な
り
な
が
ら
、高
校
へ

通
学
し
ま
し
た
。卒
業
後
、東

京
都
武
蔵
野
市
の
電
機
メ
ー

カ
ー
に
就
職
し
6
年
間
働
き

ま
し
た
。近
く
に
井
の
頭
公
園

が
あ
り
、早
朝
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ

し
た
り
、季
節
ご
と
に
木
々

の
緑
や
草
花
を
見
に
よ
く
散

歩
に
出
か
け
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

　
結
婚
後
は
、20
年
間
同
じ
東

京
都
日
の
出
町
に
住
み
、2
児

の
子
育
て
を
し
な
が
ら
パ
ー
ト

で
働
い
て
い
ま
し
た
。今
は
隣

の
あ
き
る
野
市
に
引
っ
越
し
て

平
成
25
年
に
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
と
り
職
員
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。私
は
山
野
草
が

好
き
な
の
で
、今
も
季
節
ご
と

に
近
隣
の
山
々
に
登
っ
て
草
花

に
会
い
、移
ろ
い
ゆ
く
紅
葉
を

見
て
な
つ
か
し
い
ふ
る
里
を
思

い
出
し
ま
す
。

　
今
度
帰
省
し
た
折
に
は
、

朝
日
山
に
登
っ
て
山
野
草
を

見
た
り
、あ
る
い
は
彼
方
に
富

士
山
が
見
え
た
ら
と
思
う
と

楽
し
み
で
す
。送
付
い
た
だ
い

て
い
る「
ふ
る
里
便
り
」を
見

る
に
つ
け
農
園
や
酪
農
で
頑

張
っ
て
い
る
若
い
方
々
や
地
域

で
仕
事
し
な
が
ら
行
事
に
か
か

わ
っ
て
い
る
方
の
頑
張
り
を
頼

も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。季
節

ご
と
の
地
域
の
写
真
や
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
写

真
は
微
笑
ま
し
く
、よ
り
一
層

ふ
る
里
が
身
近
に
思
わ
れ
ま

す
。離
れ
て
知
る
ふ
る
里
で
す

が
、こ
れ
か
ら
も
応
援
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

東京都あきる野市在住（青生野字世々麦出身）

編
集
後
記

　

農
作
業
も
ひ
と
段
落
し
て
ほ
っ

と
し
て
い
る
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
草
刈
り
等
に
よ
り
野
外

作
業
が
多
く
な
り
、熱
中
症
に
な

り
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
す
の

で
、十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、議
会
に
お
い
て
も
義
務
教

育
学
校
開
校
に
向
け
て
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
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な
つ
か
し

素
敵
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ふ
る
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